
香川県農業・農村の今後の『あるべき姿』について

『 担い手 』 中核となる力強い担い手が確保・育成
・県内外の多様なルートから次世代を担う新たな人材（特に青年層）が就農・定着
・国内外の産地間競争に打ち勝つ力強い担い手が育成され、本県農業を牽引
・経営マインドに優れた経営体が育成され、担い手の目標となる経営を実践

“持続的に発展し、県土を守る”
本県の農業・農村
・農業の成長産業化＆農業所得の向上
・笑顔で暮らせる活力ある農村の実現
・県民の豊かな｢食｣と｢暮らし｣への貢献
（豊かな食生活、里山・ため池等のみどり
に彩られた田園風景など）

『 生産基盤 』
農地が担い手に集積され、ため池や水路等の
水利施設が安定的に整備・維持・管理されると
ともに、災害や家畜伝染病への備えも万全で、
野生鳥獣との棲み分けもできている生産環境

『 担い手 』
国内外の産地間競争に打ち勝つ力強い
担い手が中心となって本県農業を牽引

『 農産物 』
県民はもとより、県外・海外の消費者ニーズ
に即した魅力ある農産物の生産が拡大し、
有利に販売されるとともに、６次産業化や農
商工連携により、新たな価値を創出

『 農村・集落 』
地域の共同活動が地域を支え、リーダーとな
る人材が育成されて、独自の地域資源を発掘
・活用した特色ある農業・地域活動を展開し、
都市部との交流も盛んな活力ある農村・集落

『 農産物 』 消費者ニーズに即した魅力ある農産物の生産が拡大して有利に販売されるとともに、６次産業化等により新たな価値を創出
・県民はもとより県外・海外の消費者ニーズに即した魅力ある農産物の生産が拡大
「おいでまい」、「さぬきの夢」など、消費者・実需者ニーズに即した土地利用型作物
レタスやブロッコリーなど、品質を維持しつつ産地としてロットを確保する野菜
さぬき讃フルーツなど、ロットは少ないが市場から高く評価される果樹・野菜・花き等
世界からも注目される県花・県木のオリーブ、地域資源（オリーブ等）の活用等による特徴ある畜産物

・新たな表示制度や知的財産の活用等によりブランド力が強化され、市場で有利に販売
・ICT等の次世代農業技術や低コスト化技術が導入されるとともに、経営コストの低減や６次産業化・農商工連携により、農業所得が向上

『 生産基盤 』 強くしなやかな生産基盤が整備・維持・管理
・担い手が魅力ある農業経営を実践できる規模に農地が集積され、一方で耕作放棄地は減少
・農の「礎」である水利施設と農地の整備が担い手ニーズに即して進められ、担い手や地域住民等の共同活動による水利施設等の維持・
管理体制も整備
・ため池の総合的な防災・減災対策が計画的に講じられ、自然災害に備えた強靱な施設へ再整備
・鳥インフルエンザなどの家畜伝染病や農作物の特殊病害虫などに対する備えが万全な防疫体制が整備
・集落ぐるみで鳥獣被害防止対策に取り組み、安心して営農・生活できる環境が確保

『 農村・集落 』 独自の特徴ある地域資源を生かして農村と集落が再生・活性化
・地域で集落営農組織が育成され、地域の共同活動により地域農業が維持・活性化
・地域の活性化を担うリーダーが育成され、独自の特徴ある地域資源を発掘・利用して特色ある農業や地域活動が展開
・女性、高齢者、地域住民等との協働活動により、多面的機能や地域コミュニティ機能が維持・活性化
・魅力ある農村部と都市部との繋がりが深まり、移住者が増加して農村・集落がさらに活性化
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